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ターゲット

13.1

すべての国々において、気候変動に起
因する危険や自然災害に対するレジリ
エンスおよび適応力を強化する。

13.2
気候変動対策を国別の政策、戦略およ
び計画に盛り込む。

13.3

気候変動の緩和、適応、影響軽減、お
よび早期警告に関する教育、啓発、人
的能力および制度機能を改善する。

13.a

重要な緩和行動や実施における透明性
確保に関する開発途上国のニーズに対
応するため、2020年までにあらゆる供
給源から年間1,000億ドルを共同動員す
るという、UNFCCCの先進締約国によ
りコミットメントを実施し、可能な限
り速やかに資本を投下してグリーン気
候基金を本格始動させる。

13.b

女性、若者、および社会的弱者コミュ
ニティの重点化などを通じて、後発開
発途上国における気候変動関連の効果
的な計画策定や管理の能力を向上する
ためのメカニズムを推進する。
※国連気候変動枠組条約（UNFCCC）
が、気候変動への世界的対応について
交渉を行う一義的な国際的、政府間対
話の場であると認識している。



The Area of Project in Bangladesh of Share the Planet Association Partners

Habigonj Netrokona Jeneidah Chuadanga

１．Haor Area
2. Side effects of 
“green revolution”



ハオールとは

• 北東部のメグナ川上流域にはハオールと呼ばれる低湿地帯
の盆地が広がり、雨期には東京都、神奈川県、埼玉県の合
計を超える面積が水没し全体が大きな湖のようになる。

• 収穫期である雨季の始まりにはフラッシュ・フラッド（鉄砲水）
による洪水被害が発生し、住民の生計を不安定にする。

• また農村道路等インフラ整備も遅れており、アクセスが悪いた
め経済活動に支障があるほか、保健医療や教育といった公
共サービスも受けにくい状況にある（ JICAニュースリリース
2014年6月16日）。

• ハオール地域は国土面積の4.4%、総人口の2.7％を占めるに
過ぎないが、同地域で生産されるボロ作の収穫量は「バ」国
全体の17.0%を占める穀倉地帯である。



災害とのたたかい

• 2017年は唯一の乾季稲作が収穫直前に2度
にわたっての洪水で壊滅的な被害を受けた

• 2019年は寒波の影響で2～3割の稲にはコ
メが実らない（冷害）が発生

• 2020年は苗の害虫被害、熱波による被害
が発生

• 2022年：季節外れの洪水（ハオール）

• 2023年：稲穂形成期の高温と長雨による

「いもち病」、雹（ハオール）による被害



農業機械の導入

農民へのオリエンテーション（研修）
2019年度



農業機械の導入

農業機械の導入による生産
性の向上
2019年度



新品種の開発と在来品種
の見直し（育種の試み）
と品種の選定
2020年度 2021年度



インフラの整備
と生産性の向上
2021年度

用水路掘削前（左）と後（右）



農業をするうえでの脅威 （2022年調査：JICA事業地）
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災害に強い品種への転換実績（対象100世帯）
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行政との協働（地方自治体・農業行政機関）

（左より：県知事、県農業局長、筒井、稲作研究所所長 2023年5月）



解決したい課題・問題点

フラッシュフラッド（鉄砲水）と寒波のリスクを軽減さ
せる新品種米の「普及」

➢農民への研修とインフラの整備

➢品種の育種と選定 ⇒ 普及へ

➢普及のための種子生産（本事業）



プロジェクト目標

近年の異常気象による災害リスクの軽減に適応し
た新しい品種の種もみを生産し、農民のリスクを
軽減する。

目標：新品種の種もみ3.5トンを生産する

（少なくとも約100haの田んぼに供給可能）



育種と種子生産体制の構築

事業は実証済みの種子を生産圃場で生産し種子生産を行う。
それをハオール地域全域5県のうち2県で種子を普及

BRRI-84,88,89,92：実証試験終了：2023年度から本格的に種子生産開始

BRRI-67,96,100 ：2023年度から実証実験開始

BRRI Hybrid 5 ：実証試験終了：2021年度種子生産失敗、2022年実施せず



 BRRI公表値
農民からの

聞き取り
 BRRI公表値

農民からの

聞き取り

BRRI-28 ボロ稲　（高収量品種） 6 2.1 140 145-150
極早生、耐寒性（弱）、フラッシュフラッド対策種、低地適
応種、収量は開発時点よりかなり減少している

5

BRRI-29 ボロ稲　（高収量品種） 7.5 5 160 165-170
耐寒性（弱）、収量は多いが開発時点よりかなり減少、ハ
イブリッド導入前の普及種、耐寒性（弱）

12～15

BRRI-58 ボロ稲　（高収量品種） 7.2 - 155 146
BRRI-29より5日程度収穫早い早生種、耐寒性（弱）、フ
ラッシュフラッド対策種、食味（良）

0

BRRI-70 アモン稲　（高収量品種） 3.6 - 130-133 香り米（長粒種）、食味（良）、商品価値高い -

BRRI-75 アモン稲　（高収量品種） 3.8 - 110-115 香り米（極早生種）、食味（良） -

BRRI-84 ボロ稲　（高収量品種） 6.3 4.4 140-145 131
極早生種、亜鉛・鉄の含有量高い、農村の栄養改善の
ため開発、赤色米

0

BRRI-87 アモン稲　（高収量品種） 4.4 - 127-130 早生種（アモン稲としては収量高い） -

BRRI-88 ボロ稲　（高収量品種） 7 5 140 141 極早生種、BR28後継種、フラッシュフラッド対策種 0

BRRI-89 ボロ稲　（高収量品種） 8 7.2 154-158 151 耐寒性（強）、高収量、BR29後継種 0

BRRI-90 アモン稲　（高収量品種） 3.6 - 117-125 早生種 -

BRRI-92 ボロ稲　（高収量品種） 8.4 - 154-158 耐寒性（強）、高収量、BR29後継種、長粒種 0

BRRI Hybrid-5 ボロ稲　（ハイブリッド品種） 8.5～9 6.6～9.9 145-150 147
極早生種、耐寒性（強）、フラッシュフラッド対策種、高収
量、高蛋白質

0

BRRI Hybrid-6 アモン稲　（ハイブリッド米） 4.7 - 115-120 -

HIRA-2 ボロ稲　（ハイブリッド品種） - 7 早生・耐寒性（中）、中国輸入種、食味（悪）、高収量 30～35

Janakraj ボロ稲　（ハイブリッド品種） - 7.9 早生・耐寒性（弱）、中国輸入種、食味（悪）、高収量 45

仮名
(JIRATT/SHAPLAAH)

ボロ稲　（高収量品種） - - - 136 ローカルNGO開発種、極早生、高収量 0

ハイブリッド種

アモン稲（雨期後期作付種）

品種

作付け期・種類

ボロ稲＝乾期

アモン稲＝雨期後期

事業実施
地におけ
る乾期作
付け割合

（％）

稲の特徴

収量
(ton/ha)

栽培期間



農業行政各機関との調整および市民社会への情報発信



これまでの成果

• BRRI(国立稲作研究所)の協力を得、高収量品種米とハイブリッド米の種子を2,362kg配布

• BADC（農村開発公社）は、これまでの品種に加えBRRI84,86,88,89,92,96,100など新品
種を生産し、合計170トン（前年度56トン）DAEを通じ農民に供給

• また、対象農民は、事業開始前に作付けされていた品種から本事業の推奨する品種に置
き換えて栽培した（前頁）。

• 新聞紙やテレビニュースでも放映されるなど、活動を多くの人に知ってもらうことがで
きた。

• BRRIのみならず、農業普及局（DAE)、農業開発公社（BADC)との協力関係も構築され、
県行政からも認知され、活動がさらなる発展拡大に向かっている。

• 国際機関のIRRIや中央農業行政とも情報交換する機会を持てたほか、地球環境基金の資
金でバングラデシュで活動しているPSUS、BARCIK、SBFなどと「気候変動適応化農業
ネットワーク（CCAAN)」を結成し、情報共有や農民の交流事業を展開し新たな協働関
係を築いている。






